
01　ゆめの主人公
作詞／作曲　クォン・ジョンミン

夢シリーズを作曲しながら「2017 年には、どんな歌詞をくださるの
だろうか」と、ときどき考えながら祈っていた中で、礼拝時間に受け
た神様の御声を歌詞として作って曲をつけました。レムナントは、神
様がくださった夢を成し遂げる主人公です。勝利の主人公だという事
実を含んでいる曲です。

02　福音だけ
作詞／作曲　クォン・ジョンミン

個人的に、大きな痛みがあり、その痛みを克服しようと、もがいてい
た時でした。「イエス様はキリストなのに、私がなぜこのようにもがく
のか」という気がしました。この考えとともに、個人的な信仰告白を
するようになって、曲を完成するようになりました。

03　わたしはかみさまの神殿
作詞　ウォン・ナソル／作曲　ヤン・ジョンミン

「なにによって神様を喜ばせることができるのか」を考えながら作りま
した。私の頭からつま先まで、神様の神殿として尊く用いられること
を願います。

04　イエスさまの木
作詞／作曲　シン・ジョンエ

小学校 1年の 5 人のレムナントと 6ケ月間タラッパンをしながら、木
が育つように、みことばを食べて霊的にすくすくと育つ姿を見ました。
このとき「イエス様に似て行くレムナントになるように！」と子ども
たちに書いた曲です。この曲をいっしょに賛美している、そのレムナ
ントたちのことを思い浮かべます。

05　きらきら
作詞　ソン・キョンヒ／　作曲　キム・エステル

子どもたちがママから伝えられた契約を抱いて、伝道者のビジョンを
夢見るレムナントとして成長することを願いながら作曲するようにな
りました。現場に向かってときめく心で、ともに賛美しながら進んで
いくレムナントの告白になるように願います。

06　ただキリストだけを
作詞　ウォン・ナソル／　作曲　ヤン・ジョンミン

まことの預言者、まことの祭司、まことの王であるキリスト！あふれ
るように聞くことばですが、私に奇跡のようなこの尊い身分が与えら
れたという事実を、絶対に忘れないように願います。

07　受け入れたひと
作詞　チェ・ウンジュ　／　作曲　キム・エステル

現場で出会った友だちのことを考えてみました。救いの祝福がどれほ
ど大きくて感謝なのか、みことばどおり黙想して、契約の成就を体験
するレムナントの歩みになるように祈ります。

08　主を待ちのぞむもの
作詞／作曲　ヤン・ジョンミン

神様がくださる力を受けなければならない理由は、主の子どもが、い
ま起きなければならないからです。祈りの答えを受ける主の子どもが
行く所に、すべての暗やみは崩れて、主の国が必ず臨むように祈ります。

09　学校へ
作詞／作曲　イ・ヘソン

レムナントたちが学校に通うようになると、しなければならない課題
が多くなります。そのとき、イエス様がくださる力を得られなければ、
苦しくなることもあるでしょう。ことばも、仕事も、すべてイエス・
キリストの御名でやり遂げるなら、私たちも 7 人のレムナントのよう
に味わうことができます。学校へ行く道が、世界福音化をしに行く道
であることを覚えながら、楽しく祈る賛美になればうれしいです。

10　いつも感謝
作詞／作曲　ノ・スンヒ

神様の契約のみことばを約束として握るとき、心の中から出てくる契
約と信仰を体で現わす姿を表現しました。

11　キリストわたしに
作詞　チェ・ジャキョン　／　作曲　イ・ウンソン

40 日を決心して「祈りの手帳」に３つの聖書箇所を書いて、６才の息
子に暗唱させたいという欲が生まれました。一か月くらいになったあ
る日、驚くことに、３つの聖書箇所のみことばは、賛美として整理さ
れていました。「ママ、ぼくはこの賛美がいちばんすき」と話す子ども
を見て、いちばんすきな賛美を越えて、子どもの告白になることを、
私たちのレムナントの一生の土台になるみことばになるように、祈り
ます。

12　主の愛
作詞　キム・ウンギョン　／　作曲　イ・スウン

私が伝道者として立つように待ってくださり、抱いてくださったこと
に感謝する心を表現しました。主の愛が全世界に宣べ伝えられるよう
に祈りながら、私たちレムナントにも、この恵みがそのまま臨むよう
に願います。


